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本日の会議に付した事件 

 

                       平成２９年第２回山元町議会定例会（第１日目） 

                       平成２９年６月７日（水）午前１０時 

 

日程第  １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 提出議案の説明 

日程第 ４ 報告第 ６号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更） 

日程第 ５ 報告第 ７号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更） 

日程第 ６ 報告第 ８号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更） 

日程第 ７ 報告第 ９号 繰越明許費繰越計算書について（平成２８年度山元町一般会計） 

日程第 ８ 報告第１０号 事故繰越し繰越計算書について（平成２８年度山元町一般会計） 

日程第 ９ 議案第１１号 山元町水道事業会計予算繰越計算書について 

日程第１０ 議案第３２号 山元町農業委員会の委員及び山元町農地利用最適化推進委員の定数を

定める条例 

                                             

午前１０時００分 開 議 

議 長（阿部 均君）ただいまから、平成２９年第２回山元町議会定例会を開会します。 

      これから、本日の会議を開きます。 

      本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

            〔議事日程は別添のとおり〕 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、山元町議会会議規則第１２４条の規定によって、１１番橋元伸一

君、１２番青田和夫君を指名します。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第２．会期の決定を議題といたします。 

      会期日程案はお手元に配布のとおりです。 

      お諮りします。 

本定例会の会期は会期日程案のとおり、本日から６月１５日までの９日間にしたいと

思います。 

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

      本定例会の会期は本日から６月１５日までの９日間に決定しました。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから、議長諸報告を行います。 

      事務局長に、お手元に配布しております報告書を朗読させます。 

事務局長（武田賢一君）はい、議長。議長諸報告。 
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      １、議会閉会中の動向 

        ５月３１日から６月１日、全国町村議会議長・副議長研修会と県選出の国会議員

との懇談会が東京で開催され、出席しました。 

        ５月２５日、岩手県大船渡市議会議員が視察研修のため訪れ、出席しました。 

        ６月５日、宮城県町村議会議長会臨時総会が開催され、出席しました。 

       （総務民生常任委員会） 

        ５月２４日、６月２日、委員会が開かれました。 

       （議会運営委員会） 

        ６月６日、委員会が開かれました。 

       （全員協議会） 

        ５月２２日、６月２日、協議会が開かれました。 

      ２、請願（陳情）の受理 

         陳情２件が提出され、これを受理したのでその写しを配布しております。 

      ３、長送付議案等の受理 

         町長から議案等１９件が提出され、これを受理したので、その写しを配布して

おります。 

      ４、質問通告書の受理 

         議員１０名から一般質問の通告があり、これを受理したので、その一覧表を配

布しております。 

      ５、監査、検査結果報告書の受理 

         監査委員から例月出納検査結果が提出され、これを受理したのでその写しを配

布しております。 

      ６、説明員の出席要求 

         本定例会に、お手元に配布のとおり説明員の出席を求めております。 

      ７、その他特に報告すべき事項 

         町長から工事請負契約締結の報告書が提出されたので、その写しを配布してお

ります。 

       以上です。 

議 長（阿部 均君）これで議長諸報告を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第３．提出議案の説明を求めます。 

      この際、今定例会に提出された議案等１９件を山元町議会先例９７番により一括議題

といたします。 

      町長齋藤俊夫君、登壇願います。 

町 長（齋藤俊夫君）はい、議長。おはようございます。 

      本日、ここに平成２９年第２回山元町議会定例会が開会され、平成２９年度補正予算

案を初めとする提出議案をご審議いただくに当たり、最近の町政の動向と各議案の概要

をご説明申し上げますので、議員各位の一層のご理解を賜りますようよろしくお願い申

し上げます。 

      大震災から７年目を迎え、我が町は山元町震災復興計画の発展期の２年目を迎えまし

た。町政史上、かつてない予算規模と執行体制のもと、チーム山元、心を一つに取り組
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んできた新市街地整備事業も昨年度末までに３つの市街地全ての復興公営住宅整備が完

了し、復興はそのステージを住まいの再建からなりわい、にぎわいの再生へと軸足を移

しつつあります。 

      その象徴とも言うべき企業等の立地や操業再開の動向についてですが、今年度は発展

期にふさわしく、これまで懸命に取り組んできた事業が一つ一つ着実に成果を上げ、町

内各地で新たな動きが顕著になってまいりました。つばめの杜地区の小規模商業施設用

地においては既に営業を開始しているコインランドリーに加え、新たにタクシー会社、

理容室、飲食店などの整備が予定されており、年内にも営業が開始される見込みとなっ

ております。店舗完成の暁には、町の新たな商業拠点として魅力的な中心市街地が形成

され、地域のにぎわいの創出に貢献していただけるものと期待しております。 

      また、新市街地以外でも今月下旬には農機具販売業の株式会社五十嵐商会が小平地区

に事業所を新設し営業を開始するのを皮切りに、７月上旬には危険物用倉庫の製造販売

を行う有限会社アークテックが小平地区から花釜地区に移転し、増設した新工場での操

業を開始し、８月上旬には牛橋地区で化粧品製造販売の株式会社コスメティック・アイ

ーダが操業を再開するほか、小平地区に新たに立地する医療用機器メーカーの京浜ハイ

フロー販売株式会社が来春の操業開始を目指し新工場の建設に着手するなど、１年を通

じてさまざまな企業の進出が続いてまいります。 

      町といたしましても、新たな企業等の立地や操業再開により雇用の創出と地域経済の

活性化、若者の定住促進など町の復興政策にも大いに貢献していただけるものと期待し

ているところであり、今後とも全力で企業誘致に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

      それでは、東日本大震災からの復興創生に向けた最近の取り組みについてご報告申し

上げます。 

      初めに、町民の安全安心と防災に強いまちづくりを目指し整備を進めている山下・坂

元両地域の地域交流センターについてですが、つばめの杜地区に建設中のつばめの杜ひ

だまりホールについては、躯体工事が完了し各階の内装工事、設備工事を進めていると

ころであり、町東地区に建設中のふるさとおもだか館については備品の据えつけ、支所

窓口の開設、坂元合同庁舎からの引っ越しの準備を進めているところであります。なお、

施設の供用開始はふるさとおもだか館については８月１日、つばめの杜ひだまりホール

については１０月１日となっており、それぞれの施設の供用開始前には開所式を開催す

る予定であります。 

      次に、通勤通学や駅前商店での買い物、町のイベント時の活用など幅広い利用が見込

まれるＪＲ山下駅の駅前駐車場の利用状況についてですが、１２月の供用開始当初は日

平均の駐車台数は約３６台にとどまっておりましたが、その後、施設の周知等が図られ

たこともあり、徐々に利用者が増加に転じ、４月末現在の駐車台数は約４０台と計画値

に近づいております。特に、プリペイドカードの利用者の伸びが顕著となっており、町

といたしましては今後も地域交流センターの開館や新市街地を中心とした居住世帯の増

加による影響等も含め、利用状況や収支を注視しながら利用条件等の見直しも含め検討

を重ねてまいりたいと考えております。 

      次に、ふるさとおもだか館の隣に建設中のＪＡみやぎ亘理坂元支所についてですが、

工事が完了したことから、今月９日に開所を迎えることとなりました。また、近隣に建
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設される坂元駐在所についても、来春の完成を目指し今秋にも着工する予定であると伺

っております。これらの施設の開所により、新駅を中心とした坂元地区全体のさらなる

活性化と利便性の向上につながるものと考えており、今後も引き続き連携を強化してま

いりたいと考えているところであります。 

      次に、医療福祉関係の動向についてですが、山元町、亘理町、宮城病院との相互協力

協定に基づき、先月１６日、３者による意見交換会を開催し、救急医療体制に係る支援

策や小児科医による外来診療及び乳幼児健診事業等を通じ宮城病院とのさらなる連携強

化を図るため、意見を交わしたところであります。また、山元町震災復興計画において

医療や福祉関連の集積する医療福祉ゾーンと位置づけられている桜塚地区に建設予定の

高齢者向け福祉施設については、先月２４日、施設サービス拠点の施設整備事業者を社

会福祉法人清和会と松村吉一医師の２者に決定したことから、立地に向けた業務協定調

印式をとり行ったところであります。施設の概要を申し上げますと、両施設とも来春の

開所を目指し、今夏から秋にかけ着工し、清和会が建設する地域密着型特別養護老人ホ

ームについては鉄筋平屋建て構造、床面積が約２，０００平方メートル、ショートステ

イ施設も併設されることであり、松村吉一医師が建設するサービス付き高齢者向け住宅

については木造平屋建て構造、床面積が約１，０００平方メートルとなっており、デイ

サービスも実施すると伺っております。 

      さらに、浅生原地区には新たに内科医院が１１月からの開院を目指し、今月１０日に

も着工する予定とのことであり、町の医療福祉の充実に向け弾みがつくことを期待する

とともに、町といたしましても長寿社会を支えるため、町内の医療機関等との連携をこ

れまで以上に強化してまいりたいと考えております。 

      次に、津波被災住宅再建支援制度についてですが、昨年度までの制度利用実績と今後

の基金残高の見通しを踏まえ、被災者の生活再建をさらに後押しできるよう制度の見直

しを検討してまいりましたが、新たな支援の枠組みが決定したことから今議会において

追加支援に係る補正予算案を計上しております。具体的に申し上げますと、既存支援策

の拡充としては津波防災区域から町内へ移転した場合の再建補助を１５０万円から２５

０万円に、津波防災区域第３種区域における現地再建補助を１００万円から２００万円

に、丘通り世帯の補助を全壊の場合は５０万円から１００万円に、大規模半壊の場合は

２５万円から５０万円にそれぞれ引き上げております。また、新たな支援策として津波

防災区域外津波浸水区域における町内移転、または現地再建した場合に１００万円を、

津波防災区域第２種区域で現地をかさ上げの上、新築等を行った場合に１００万円をそ

れぞれ支給することとしております。 

      次に、４月１日に開通した山元南スマートＩＣの近況についてですが、ネクスコ東日

本の発表によりますと１日平均４００台を超える利用があるものの、計画台数７００台

には届いていない状況であると伺っております。一方で、先月３１日には町道久保間中

山線と町道中山線の交差部に当たる万太郎橋のかけかえ工事が完了し、暫定ではありま

すが通行が可能となったことから福島県新地方面からのアクセスが向上し、さらなる利

便性の向上と利用者の増加が期待されるところであります。町といたしましては、今後

ともネクスコ東日本との連携を密にし、利用状況を分析しながら利用率の向上に努めて

まいりたいと考えております。 

      次に、平成３２年度末までの完成に向け整備が進められている常磐自動車道の４車線



- 5 - 

化工事の進捗についてですが、岩沼ＩＣから亘理ＩＣの区間については、現在入札公告

を実施しており、また亘理ＩＣから山元ＩＣまでの区間についても測量設計業務や工事

用道路の準備工等が順調に進められ、近々着工する予定と伺っているところであります。

４車線化が実現いたしますと、仙台方面から本町へのアクセス性が格段に向上し、物流

のみならず人的交流や広域観光による地域振興など町の発展にも大いに寄与するものと

期待しており、早期完成に向け全力で取り組んでまいりたいと考えております。 

      次に、減災効果が期待される第２線提として県が整備を進めている旧ＪＲ用地を活用

した県道相馬亘理線改良工事の進捗についてですが、既に工事が進められている坂元川

及び戸花川橋梁部及び新浜地区に加え、福島県境から町道上平磯線にかけての約１，２

００メートルの区間について新たに着工したところであり、その他の区間についても用

地買収が完了した箇所から順次工事が進められ、平成３１年度末までには工事が完了す

る見込みであると伺っております。 

      次に、沿岸部の土地利用の整序化と大区画圃場による営農の効率化に向けた山元東部

地区農地整備事業の進捗についてですが、この５月までに農地約４２０ヘクタールの計

画に対して畑約１４１ヘクタール、水田約２６ヘクタールが整備され、この春には戸花

工区に整備された水田において初の水稲作付が行われたところであります。また、先月

１１日にはことし２月に完成した笠野地区のトマト栽培用の園芸ハウスにおいて栽培し

たトマトの収穫が始まったことから、県や農協など関係者約３０人にご臨席を賜り復興

創生トマト出荷式を開催いたしました。当該施設は東部地区における営農の中核となる

農業法人株式会社やまもとファームみらい野が活用しており、施設面積は約８，０００

平方メートルに及び、温度や湿度を自動調整できる最新のシステムを導入し、年間約３

００トンの出荷が見込まれております。本施設の完成により、町の農業の復興が一層加

速するとともに農地整備事業の進捗に伴い今後株式会社やまもとファームみらい野を初

めとする関係農業法人では最終的に６００人規模の雇用も見込まれていることから、地

元雇用の創出に大きく貢献していただけるものと期待しております。 

      次に、沿岸部における防潮堤整備事業の進捗についてですが、築提はほぼ完成してお

り、ことし２月には牛橋地区の防潮樋門に続き一の沢樋門が完成し、４月から供用を開

始したところであります。本施設は震災時の教訓を踏まえ、津波注意報等が発令された

際に役場から遠隔で開閉操作ができる施設となっており、本町の津波防災対策のさらな

る充実強化が図られたものと考えております。なお、現在坂元川河口部の工事が進めら

れているところであり、全延長の完成は来年３月末となる予定であると伺っております。 

      次に、岩沼市亘理町山元町の枠組みで来年４月を目標に統合が予定されている消防広

域化についてですが、同地域は消防防災体制の強化と効率的な運用を目的に平成２６年

度に県から広域化の重点地域として指定されており、広域化が実現しますと消防署の増

改築費などさまざまな国の支援を受けることができます。これまで関係市町の担当者に

より事前協議を重ねてまいりましたが、広域化に向けた課題等について一定の整理がで

きたことから、消防広域化の協議会を設置し本格的に準備を進めることとなりました。

なお、協議会の事務局は亘理地区行政事務組合内に設けられ、今後本部の場所や組織体

制、施設の整備方針、経費負担などを協議する予定であります。 

      最後に役場庁舎新築復旧事業についてですが、平成２５年度に新庁舎建設事業にかか

わる条件整理を行う基本構想の策定に着手し、以降、住民を初め職員とのワークショッ
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プや説明会等を経て幅広くいただいたご意見やご要望をもとに基本設計案を作成し、こ

れに町民検討委員会、職員検討部会といった組織的な議論や議会との意見交換等を踏ま

えさらに検討を重ね、約３年半の歳月をかけ本体工事に係る実施設計が固まったことか

ら、今議会において庁舎本体建設工事及び関連工事等に係る補正予算案を計上しており

ます。工事の概要を申し上げますと、庁舎延べ床面積は約３，９００平方メートル、鉄

骨造り２階建ての構造となっており、事業費は庁舎周りの外構整備などの関連経費を含

め約２５億円を見込んでいるところであります。また、工期についてはことし秋から来

年末ごろまでを予定しており、平成３０年度中の供用開始を目指し鋭意取り組んでまい

ります。 

      以上、東日本大震災からの復興創生に向けた最近の取り組みについてご報告申し上げ

ました。引き続き、我が町の復興創生に向けてチーム山元一丸となり全力で取り組んで

まいりますので、議員各位におかれましてもこれまで同様ご理解とご協力を賜りますよ

うよろしくお願いを申し上げます。 

      それでは、本定例会においてご審議をいただく各議案の概要について、順を追ってご

説明申し上げます。 

      初めに報告関係について申し上げます。報告第６号から８号までの専決処分の報告に

ついては山下・坂元両地区の地域交流センター新築工事請負契約及び災害廃棄物由来の

再生資材の運搬工事について施工内容や数量に軽微な変更が生じたことに伴い変更契約

を締結いたしましたので、これを報告するもの。報告第９号繰越明許費繰越計算書につ

いては、さきの議会定例会においてご可決いただきました平成２８年度一般会計補正予

算の繰越明許費について平成２９年度に繰り越しましたので、報告するもの。報告第１

０号事故繰越繰越計算書については、道路新設改良事業において地権者の相続人の所在

確定に不測の時間を要したことにより一部の事業が完了できなかったため、平成２９年

度に事故繰り越ししましたので、報告するもの。報告第１１号山元町水道事業会計予算

繰越計算書については、東部地区農地整備に伴う水道管移設工事を平成２９年度に繰り

越しましたので報告するものであります。 

      次に、予算外の議決議案について申し上げます。議案第３２号については、農業委員

会等に関する法律の規定に基づき、山元町農業委員会の委員及び山元町農地利用最適化

推進委員の定数を定める条例を新たに制定するもの。議案第３３号山元町防災拠点地域

交流センター条例の施行に伴う関係条例の整理に関する条例については、山元町防災拠

点地域交流センター条例の制定に伴い、関係条例に所要の改正を行うもの。議案第３４

号東日本大震災に伴う山元町国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例

については、東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う避難指示等の対象地域から転入

した被保険者に係る国民健康保険税を平成２８年度に引き続き減免するため、所要の改

正を行うもの。議案第３５号山元町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する

条例については、子育て支援策のさらなる充実を図る一環としてことし１０月１日から

助成対象年齢を高校終了時まで拡充するもの。 

      議案第３６号及び３７号の山元町母子・父子家庭医療費の助成に関する条例の一部を

改正する条例等については、制度利用者の負担軽減を図るため受給資格の登録事項に変

更がない場合に更新申請手続を省略できるよう、所要の改正を行うもの。議案第３８号

山元町町営住宅条例の一部を改正する条例については、町営新坂元駅周辺地区住宅の名
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称を町営町東住宅に変更するもの。議案第３９号平成２９年度消防ポンプ積載車等更新

事業に係る物品購入契約については、財産の取得について議会の議決を求めるもの。議

案第４０号については、町道２８号上平磯線の道路改良工事に係る工事請負契約を締結

するに当たり議会の議決を求めるもの。議案第４１号については、（仮称）山下地区地域

交流センター備品購入事業において購入品目の追加変更があったことから、変更契約を

締結するに当たり議会の議決を求めるもの。議案第４２号及び４３号については、災害

廃棄物由来の再生資材の運搬工事について、運搬先に変更が生じたことから設計内容の

一部に変更が生じ工事費が減額となることから変更契約を締結するに当たり議会の議決

を求めるものであります。 

      続いて、補正予算関係議案についてご説明申し上げます。 

      議案第４４号平成２９年度山元町一般会計補正予算（第２号）案について申し上げま

す。今回の一般会計補正予算は新庁舎建設に係る工事費や震災復興基金交付金を活用し

た追加支援策に係る経費を計上したほか、補助事業の交付決定に伴う予算等を措置する

ものであります。 

      初めに歳出予算の総務費については、財産管理費において新庁舎の本体建設工事及び

庁舎周りの外構整備などの関連経費等を計上するとともに、企画費においては花釜区に

おける被災地域での交流活動推進に対する補助金並びに横山区の集会所の施設備品整備

に対する補助金について、それぞれ交付決定に基づき追加措置するものであります。ま

た、諸費については牛橋区集会所建設に係る補助金を追加措置したほか、定住促進対策

については補助金の交付実績が好調なことから今後の交付見込み額を上方修正し、既定

予算額の不足分を増額するものであります。次に、衛生費については保健衛生総務費に

おいて岩沼市の南東北病院に依頼している２次救急医療業務について関係２市２町の協

議結果に基づき当町の実績相当額の負担金を追加措置するものであります。 

      次に、農林水産業費については農業復興推進費において復旧した東部地区の畑地のさ

らなる地力回復を図るため町内の農業法人等が実施する堆肥等投入への支援に係る経費

について計上するとともに、漁港施設復興推進費については復興交付金の交付決定に基

づき漁具倉庫用地の測量設計費並びに漁港施設用地の舗装に係る調査設計費等を追加す

るものであります。次に、土木費については道路橋梁復興推進費において避難路として

整備する上平磯線の用地取得費等について復興交付金の決定に基づき増額するとともに、

都市計画復興水深費においては被災者の生活再建を後押しするため制度の拡充を検討し

てきた津波被災住宅再建支援事業について県からの基金を活用し増額措置するものであ

ります。次に、消防費については常備消防費において消防広域化協議会に係る事務負担

金を新たに計上するとともに、災害対策費においては高瀬区の防災備品を整備する事業

について補助金の交付決定に基づき追加措置するものであります。 

      次に、教育費については小中学校の就学奨励費等に係る経費について、新入学児童生

徒学用品費を増額するとともに、被災した児童生徒に対する心のケアと必要な支援を行

うため緊急スクールカウンセラー等活用事業に要する経費を追加措置するものでありま

す。また、生涯学習関係の予算については社会教育施設計画費において坂元地域交流セ

ンター整備に対して指定寄附があったことから、関係する経費を追加するとともに、体

育施設費においてはスポーツ振興くじ助成金を活用し体育文化センター内のトレーニン

グ機器の一部を更新するための経費を追加計上するものであります。 
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      最後に、債務負担行為の補正については役場庁舎新築復旧事業に要する経費について

期間及び限度額を設定するものであります。 

      なお、ただいま申し上げました歳出予算に見合う財源としては国県支出金を増額措置

したほか、震災復興特別交付税や震災復興交付金基金繰入金等を増額し、最終的な財源

調整として財政調整基金の取り崩しを増額措置した結果、歳入歳出それぞれ約２４億６，

０００万円を増額し総額１５８億７，０００万円余とするものであります。 

      以上、今定例会に提出しております議案の概要についてご説明申し上げましたが、各

種議案等の細部につきましてはさらに関係課・室長に説明をさせますので、よろしく御

審議の上ご可決を賜りますようお願い申し上げます。なお、今会期中に工事請負契約議

案及び特別職の人事議案について追加提案する予定でおりますので、ご提案申し上げま

した際にはご可決を賜りますようあわせてお願い申し上げます。以上でございます。 

議 長（阿部 均君）これで提出議案の説明を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第４．報告第６号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 

震災復興整備課長（三浦健彦君）はい、議長。それでは、報告第６号専決処分報告についてご説明

申し上げます。 

      本件は地方自治法の規定に基づき議会の議決により指定された町長の専決処分事項に

ついて別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告するものでござい

ます。なお、報告の内容につきましては別紙配布資料№１にてご説明いたしますので、

ご覧願います。 

      本件は、（仮称）山下地区地域交流センター新築工事の請負契約の変更について、地方

自治法の規定に基づき専決処分いたしましたので報告するものでございます。 

      続いて、項目及び内容の順でご説明申し上げます。 

      １、契約の目的については、平成２８年度債務（仮称）山下地区地域交流センター新

築工事でございます。２、契約金額については、現契約額１８億５，０９８万９，３２

０円から契約額を１８億５，４１０万６，２００円に変更するもので、その結果、３１

１万６，８８０円増額とするものです。なお、これらは全て消費税を含むもので、０．

１７パーセント増となります。３、契約の相手方は仙建工業株式会社でございます。４、

工事の場所は、山元町つばめの杜東地内であります。 

      次に、５、工事の概要でございますが、こちら主な変更分の内容についてご説明申し

上げます。第１に近接工事の鉄道保安対策について当初計上しておりませんでしたが、

ＪＲ東日本との協議等により追加し、増工となったものです。第２に外部サインや街灯

工事については外構工事業者と施行調整を行い、施工性を鑑みそちらの工事での施行と

し、減工するものです。第３に３階人造大理石造作についてありから取りやめとし減工

するものです。第４に１階文化研修ホール兼軽運動場のホール壁仕上げ材について有孔

木板から不燃性及び経済性を考慮し有孔軽カル板を採用し、減額するものです。第５に

外壁仕上げ材について左官岩肌からコスト縮減のため吹き付け小粒とし、減額するもの

です。６、工期については平成２８年５月２７日から平成２９年７月３１日までとなっ

ております。 

      続いて、変更の理由ですが、隣接するＪＲ常磐線に対してＪＲ東日本との協議の結果、
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近接工事対応が要請されその保安費を計上する必要が出てきたことによるものです。ま

た、同一工期である外構工事との施工調整の結果及び維持管理を意識した内外装の仕様

変更によるものでございます。以上、報告第６号の説明とさせていただきます。 

議 長（阿部 均君）報告第６号専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）を終わりま

す。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第５．報告第７号を議題とします。 

      本案について説明を求めます。 

生涯学習課長（佐山 学君）はい、議長。それでは、報告第７号専決処分の報告についてご説明申

し上げます。 

      地方自治法の規定に基づき議会の議決により指定された町長の専決処分事項について、

別紙のとおり専決処分したのでこれを報告するものです。 

      報告内容につきましては、別紙配布資料№２に基づき説明いたします。１、契約の目

的、平成２８年度債務（仮称）坂元地区地域交流センター新築工事。２、契約金額、現

契約額９億８，７２３万２，３２０円に４８１万７，８８０円を増額しまして９億９，

２０５万２００円に変更したものです。３、契約の相手方、仙台市青葉区にございます

大豊建設株式会社東北支店。４、工事の場所、山元町町地内。 

      ５、工事の概要。まず１点目、調理台仕様変更につきましては車椅子を利用される方

でも活用できるよう、固定式を昇降式に変更したもの。２点目、誘導灯仕様変更につい

ては誘導灯の照度を低いものから高いものに見直しし、あわせて設置数量を変更したも

の。３点目、打ちっぱなし面コーン処理追加については躯体工事の進捗に伴い下地処理

の設計数量に変更が生じたことから処理面積が増加したもの。４点目、地上目隠しルー

バー下侵入防止追加については施工協議において屋上に設置した空調設備等の目隠しフ

ェンス幅が安全管理上不足していると判断したことから変更したものです。なお、数量

等につきましてはそれぞれ記載のとおりであります。 

      以上で、報告第７号専決処分の報告といたします。 

議 長（阿部 均君）報告第７号専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）を終わりま

す。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第６．報告第８号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 

まちづくり整備課長（阿部正弘君）はい、議長。報告に当たりまして第２回議会定例会配布資料報

告第８号、議案第４２号、議案第４３号関係図面、Ａ３縦の図面をご覧ください。関連

する議案の説明内容を一覧表にしております。また、図面のほうに記載しております事

業一覧表のうち、黒色で着色されているものにつきましては、前回５月１７日の臨時議

会のほうで報告させていただいている案件を示しております。 

      それでは、報告第８号専決処分の報告につきましてご説明申し上げます。地方自治法

の規定に基づき議会の議決により指定された町長の専決処分事項について、別紙のとお

り専決処分しましたので、同条第２項の規定により報告するものでございます。 

      議案の概要につきましてはお手元に配布されております資料の№３をご用意願います。

初めに提案理由でございますが、再生資材運搬工事におきまして工事の一部に変更が生
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じましたことから地方自治法の規定に基づき専決処分したもので、報告するものでござ

います。 

      次に主な項目と内容についてご説明させていただきます。１、契約の目的でございま

すが、平成２８年度再生資材運搬工事（その２）でございます。２、契約の相手方です

が荒木建設工業株式会社東北支店で、町内に支店を置く企業でございます。３、契約の

金額でございますが、現契約額が７，３１５万８，１２０円に対しまして３５２万６，

２００円を減額、変更後の契約額としましては６，９６３万１，９２０円としたもので

ございます。なお、減額率としましては４．８２パーセントとなってございます。次に

４番、工事の場所でございますが、山元町新浜地内ほかでございます。 

      次、５、工事の概要です。変更分の説明になりますけれども、土砂の運搬工及び整地

工におきまして２，５００立方メートル増工し、２万９，２００立方メートルとなって

ございます。６、工期は平成２８年１２月１６日から平成２９年５月３０日までとなっ

てございます。 

      次に７、変更理由でございますが、大きく分けて２点ございます。１点目としまして

は、土砂の運搬先について当初牛橋地区のスポーツゾーンの基盤かさ上げを目的として

搬出を予定しておりましたが、搬出先の底地の問題が発生し、搬出することができなく

なったことから新たな搬出先を検討しまして、新浜地区の防災緑地ゾーンへ搬出先を変

更してございます。結果、運搬距離が当初５．３キロメートルから０．６キロメートル

に変更となり、運搬単価が減となってございます。２点目としましては、土砂の運搬先

の現地測量の結果、計画高さの必要収量にあわせて運搬土量を増工するものでございま

す。運搬単価の減と運搬土量の増が生じ、トータルでは減となってございます。なお、

議決の経緯でございますけれども、平成２８年第４回山元町議会定例会議案９３号とし

て議決をいただいている案件でございます。 

      以上が報告第８号の概要となります。よろしくご理解賜りますようお願い申し上げま

す。 

議 長（阿部 均君）報告第８号専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）を終わりま

す。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第７．報告第９号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 

企画財政課長（八鍬政信君）はい、議長。それでは、報告第９号繰越明許費繰越計算書につきまし

てご説明申し上げます。こちらはさきの３月議会におきまして明許設定をいたしました

平成２８年度一般会計補正予算（第５号）につきまして、地方自治法施行令の規定に基

づき具体的な繰越額をご報告させていただくものでございます。 

      １ページをお開きいただきたいと思います。平成２８年度山元町一般会計繰越明許費

繰越計算書でございます。計算書の見方につきましては、左から順に予算科目、事業名

の欄となっておりまして、続いて金額の欄には先の３月議会で設定いたしました繰越限

度額を記載してございます。この繰越限度額の範囲におきまして、平成２８年度決算に

基づく確定した繰越額を記載したものが翌年度繰越額の欄となっており、その財源内訳

を右側の欄に記載しておりますのでご覧いただければと思います。今回、合計２５事業

を実際に繰り越しております。 
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      それでは、繰越額が１億円を超す主な事業につきましてご説明申し上げます。まず、

第２款総務費第１項総務管理費の山元町防災行政無線屋外子局等更新事業でございます。

こちらにつきましては、個別受信機が受注生産のため納品まで日数を要するほか、外部

アンテナにつきましても１件ごとに調査を実施しながらの設置となるため、相当の期間

を要することから繰り越しをしたものでございます。明許繰越額が３億２，５００万円

余でございましたが、実際翌年度に繰り越した額は３億２，２００万円余りとなってご

ざいます。次に、第４款衛生費第２項清掃費の東日本大震災災害廃棄物処理事業でござ

います。こちらにつきましては、震災により発生した津波由来土砂や各種復興事業によ

り発生した残土を既存のストックヤードから運搬するほか、防災緑地の基盤整備を実施

するものでございますが、関係機関との調整に不測の日数を要していることから繰り越

しをしたものでございます。明許繰越額が８億２，３００万円余でございましたが、実

際翌年度に繰り越した額は４億２，３００万円余りとなってございます。次に、第６款

農林水産業費第１項農業費の農畜産物輸出拡大施設整備事業でございます。こちらにつ

きましては、イチゴ生産技術高度化施設及びその附帯施設設備の導入に要する経費に対

して補助するものでございますが、造成工事及び施設整備に係る部材の調達に日数を要

し、年度内完成が困難となったことから繰り越ししたものでございます。明許繰越額が

２億５００万円余りでございましたが、その全額を繰り越してございます。次に、農山

漁村地域復興基盤総合整備事業でございます。こちらにつきましては、山元東部地区農

地整備事業において、換地に係る地権者の意向確認等に不測の日数を要したことから繰

り越したものでございます。明許繰越額が１億４００万円余りでございましたが、実際

翌年度に繰り越した額は１億１００万円余りとなってございます。 

      議案書の２ページをお開きいただきたいと思います。次に、第８款土木費第２項道路

橋梁費の社会資本整備総合交付金事業でございます。こちらにつきましては、町道頭無

西牛橋線橋梁整備工事などにおきまして関係機関及び工事間の事業調整に不測の日数を

要したことから繰り越しをしたものでございます。明許繰越額が１６億６，３００万円

余りでございましたが、実際翌年度に繰り越した額は１４億７，４００万円余りとなっ

てございます。最後に幹線道路等整備事業でございます。こちらにつきましては、町道

上平磯線、町道山下花釜線道路改良工事におきまして用地取得に時間を要したことから

繰り越しをしたものでございます。明許繰越額が２億４００万円余でございましたが、

実際翌年度に繰り越した額は１億９，５００万円余りとなってございます。 

      以上、２５事業合計いたしまして一番下の合計欄でございますが、明許繰越額の合計

が３７億５，９００万円余りとなってございましたが、そのうち３１億４００万円余り

を平成２９年度に実際繰り越したということとなります。財源内訳につきましてはこち

らの記載のとおりでございます。説明は以上でございます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。   質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）質疑なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）報告第９号繰越明許費繰越計算書について（平成２８年度山元町一般会計）

を終わります。 
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議 長（阿部 均君）この際、暫時休憩といたします。再開は１１時１０分といたします。 

午前１０時５８分  休 憩 

                                             

午前１１時１０分  再 開 

議 長（阿部 均君）再開いたします。休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第８．報告第１０号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 

企画財政課長（八鍬政信君）はい、議長。それでは、報告第１０号事故繰越繰越計算書につきまし

てご説明申し上げます。 

      こちらも地方自治法施行令の規定に基づきまして具体的な繰り越しの額を報告させて

いただくものでございます。 

      １ページをお開き願います。平成２８年度山元町一般会計事故繰越繰越計算書でござ

います。こちらはいわゆる突発的な事象により年度内に支出が終わらなかったため、や

むを得ず翌年度に繰り越すものにつきましてその理由等をご説明申し上げるものでござ

います。計算書の見方につきましては、左から順に予算科目、事業名、昨年度中の支出

負担行為額、その隣には支出状況を記載しております。また、繰越額、その財源内訳に

続きまして表の一番右の欄にそれぞれの事業についての繰越理由を記載しておりますの

で、ご確認いただければと存じます。平成２８年度から２９年度に事故繰り越しするも

のについては２件となってございます。 

      まず、第８款土木費第２項道路橋梁費道路新設改良事業でございます。表の中央、翌

年度繰越額の欄をご覧いただきたいと思いますが、２，２７０万円余りを事故繰越する

ものでございます。その理由でございますが、町道町戸花線、中浜滝の前線整備事業に

おきまして、地権者の相続人の所在確定に不測の日程を要し年度内の用地買収が困難と

なったためでございます。続きまして、同じく第８款土木費第２項道路橋梁費社会資本

整備総合交付金事業でございます。２，５６０万円余りを事故繰越するものでございま

す。その理由でございますが、町道新浜諏訪原線整備事業におきまして地権者の相続人

の所在確定に不測の日数を要し、年度内の用地買収が困難となったものでございます。 

      以上、２件事故繰越の合計額でございますが、表の一番下になります。中央部分で４，

８４０万円余りを繰り越したということとなってございます。説明は以上でございます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。   質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）質疑なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）報告第１０号事故繰越繰越計算書について（平成２８年度山元町一般会計）

を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第９．報告第１１号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 
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上下水道事業所長（大橋邦夫君）はい、議長。それでは、報告１１号山元町水道事業会計予算繰越

計算書についてご説明申し上げます。 

      平成２８年度山元町水道事業会計予算の繰り越しにつき、別紙のとおり地方公営企業

法第２６条第３項の規定により報告するものです。 

      ページをお開きください。地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の

繰越額でございます。款項事業名の順にご説明いたします。 

      １款資本的支出、１項建設改良費東部地区農地整備に伴う水道管移設工事でございま

す。予算計上額は１億２，５４７万１，０００円、支払い義務発生額は８，５０２万６，

５７５円、翌年度繰越額が２，１４９万２，０００円、財源内訳は記載のとおりでござ

います。不用額は１，８９５万２，４２５円となっております。繰越理由といたしまし

ては、山元東部地区農地整備事業との調整に不測の日数を要したためでございます。 

      以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、お願いいたします。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。   質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）質疑なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）報告第１１号山元町水道事業会計予算繰越計算書についてを終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第１０．議案第３２号を議題とします。 

      本案について説明を求めます。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。議案第３２号山元町農業委員会の定数及び山元町

農地利用最適化推進委員の定数を定める条例について説明いたします。配布されており

ます条例議案の概要にて説明いたしますので、配布資料№４をご覧いただきたいと存じ

ます。 

      まず提案理由ですが、農業委員会等に関する法律の改正に伴い、同法８条第２項及び

同第１８条第２項の規定に基づき山元町農業委員会の委員及び山元町農地利用最適化推

進委員の定数を定める条例を制定するため、地方自治法の規定に基づき提案するもので

ございます。 

     １、条文構成等ですが、項目、内容順に読み上げます。趣旨、第１条ですが法律に基づ

き山元町農業委員会の委員及び山元町農地利用最適化推進委員の定数を定めることを規

定するものでございます。農業委員の定数、第２条ですが山元町農業委員会の委員の定

数を８人と定めるものです。推進委員の定数、第３条ですが山元町農地利用最適化推進

委員の定数を１１人と定めるものでございます。 

      続いて附則ですが、２、施行期日は平成３０年１月２９日です。 

      ３、準備行為（附則第２項）ですが、農業委員及び推進委員選任のために必要な行為

を施行期日前に行うことができるとする規定でございます。４、山元町農業委員会の選

挙による委員の定数条例の廃止でございます。附則第３項ですが、山元町農業委員会の

選挙による委員の定数条例を廃止するものでございます。続いて５、附則第４項で山元

町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正します。

改正内容としましては、条例別表に新たに創設される農地利用最適化推進委員の報酬額
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を定めるとともに、農地利用最適化交付金が交付された場合、農業委員及び農地利用最

適化推進委員に対する報酬の上乗せ支給を可能とするため所要の改正を行うものです。

農業委員会会長、同会長職務代理者並びに委員の報酬については改正前と変わらず、農

地利用最適化推進委員の報酬額を農業委員と同額とするものでございます。 

      以上、議案の概要を説明申し上げました。よろしくご審議の上ご可決賜りますよう、

お願い申し上げます。以上です。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。   質疑はありませんか。 

      ９番遠藤龍之君の質疑を許します。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。私、全協でちょっと事情があってさらに詳しい説明を聞いてな

かったということから質問させていただきます。 

      そもそも説明資料ではこの農業委員会、上位法といいますかね、農業委員会に関する

法律が改正されたということで町も条例化ということ、そういった説明の条例の改正と

いうことだと思うんですが、そもそもその農業委員会の法律が改正されたのが２８年４

月１日ということですが、その後の町の動きというのはそこで提起された内容かと思う

んですが、その間どういった取り組みがなされたのかお伺いいたします。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。２８年４月１日に法律が施行されました。山元町

に関しましては任期が３０年１月までというふうなことでございますので、任期をもっ

て改正するというふうなことでございます。その間、関係各団体にはこの条例が新制度

移行が行われるというふうなことに関しては説明を行っているというふうに引き継いで

おります。以上です。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。何で確認してるかというと、非常にこの中身の大きく変わる内

容のものとなっていると。まさにこの山元町の農業政策に、あるいは方針等々を定める

上でも重要な内容のものであるということを受けとめたときに、そしてこの内容につい

てはいろいろ私もまだ詳しくないんですが、いろいろ町としてのもありますよと。各市

町村の実情を勘案しといったような表現もなされているということは町独自の上位法で

はこういうふう、して指示されている内容であっても町独自、町の事情があればその限

りではないですよというふうな受けとめをするんですが、そちら方から出してきた説明

資料によればですねということもあるということであればこれはやはり我々も皆さんと

同様の知識の中で情報の中で確認しなければならない。当然この内容については我々議

会も議決のこの対象になっているということからすると我々にも十分その学習する知識

吸収する期間が必要であったということから今確認してるわけですが、提案時期がもっ

と早くてよかったのではないかというふうなことで今確認しているわけですが、その辺

についての検討はいかがだったのかお伺いいたします。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。お答えします。提案時期につきましては、各市町

村それぞれというふうに部分もあると思うんですけれども、山元町に関しましては来年

の１月の任期に伴って事前に募集であったり公告、告示の準備を行う必要性がございま

す。また、候補者の評価も行う必要があるというふうなことがございます。したがいま

して、１２月定例議会には議員の皆様の同意議案を提出する必要性があるというふうな

ことから、現在の今６月定例議会の提案になったというふうなところでございます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。いや、あの聞いてるとちょっとね。何でもっと早く提案しなか
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ったのっていう今質問してるんだけども、できなかったのという質問してるんだけども、

今の答えで言うと１２月まで決めればいいんだからという内容のものでそれでいいんだ

ったらそれで充分そこまで時間かけて我々も対応しなくちゃ、そういう意味から言えば

１２月まで決めるということであればあと６カ月半年あるわけだから、我々もそれなり

のその知識、皆さんと同等の知識の中で結論を出せるなということになるわけですが、

そういうことでいいんですか。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。説明が舌足らずな部分がございました。１２月は

もう委員の選任の議会同意をいただく議会といたしたいと考えてございます。また、そ

れに事前に募集の求めであったり、立候補であったりというふうな事前行為がございま

すので、その期間を設けていただいて、少なくても９月までにはこの条例を議決いただ

きまして、それに伴った諸準備を行いたいというふうに考えているところでございます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。ですから、なぜもっと早目に提起提案されなかったのか。２８

年４月にはもう国の制度としてもうこうなるんですよ、こうしなさいというような指示

があったかと思うんです。そういう流れの中での今の作業、取り組みだと思うんですが、

だとすれば１年間放置という言葉はちょっと表現悪いんですが、動かない中で２９年に

入ってようやく動き出したというような流れに見えるんですよ。提起のされ方、今のね。

今回の提起のされ方すると。そうすると、我々はこの重要な中身内容を３カ月未満のス

ケジュールから言えば３カ月程度で結論出さなくてない、議員として議会としてね。ち

ょっと私はこうそういう意味では大変な作業だなと、議員としてね。いうことから確認

してるんです。ちなみに、まあわかりましたというかその動きについては過去のことに

なっていますがそれをどうこうということもありますが、他自治体の動向とはこの件に

関してはどういう動きになっている。同様の動きになっているのかどうか。 

議 長（阿部 均君）よろしいですか。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。お答えいたします。本来であれば２８年の法施行

に伴って条例も本町においても審議の準備を進める必要性があったのかなというふうに

は思いますけども、ほかの市町村、先行して行っている県内各市町村の動向を見ますと、

直前の議会においてこの条例を可決していただいて準備募集行為を行って、同意議案を

提出しているというふうなスケジュールになっているところがございますので、これら

の参考にして山元町においては、このような今議会の提案というふうな形にさせていた

だいたところでございます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。この件についてはさらに深い議論が後で控えているということ

もあるんで、なんですが、いずれにしてもこの提案時期に問題にはなかったかと。１年

を超えてるんですね。我々が調査して審査する期間というのは非常にこの拘束されてた

もの、そういう条件の中でこれを決めなくちゃならないということになるわけです。と

いうことで非常にこの提案時期には問題があるということをとりあえずこの場では指摘

しておきたい。そしてなぜその審議その期間を要すのか。基本的に大きなことがこの変

わっているわけですよ、これ。大きな問題、例えば公選制が廃止されて任命制というこ

とにね。というこれは大きなこの制度の変更なわけです。というのを我々はこれをどう

受けとめて判断して結論出せばいいのかと。その前に国がそういう制度にしたというこ

とでそれに基づく内容だということになるわけですけれども、ですからなおのこと我々

自身がこのね、我々は今度町民の皆さんに説明しなくちゃない、求められたときに。そ
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のときに納得理解の得られるような説明をするためには我々自身もこのことについては

相当な努力をしなければならないというような受けとめから今確認しているわけです。

このとりあえずこの公選制から任命制に変わった。それはなぜ変わったのか国の方針だ。

どういう理由で書いたのかとりあえず確認します。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。お答えします。一般的なお話しか申し上げられま

せんけども、これまでの農業委員会の委員の選挙制でございました、あと任命制でござ

いました。多くの自治体で選挙を行っても定員にぴったりというふうな形で選挙が行わ

れてこないというふうなところがございます。また、国の大きな農業政策の流れとして

農業委員の業務と農地利用の最適化を推進していくというふうな業務が同一農業委員だ

けでは困難だというふうなことで、新たに最適化推進委員というふうな別組織を設けて

強力に最適化を進めていく必要性があるというふうなことでございます。こういうふう

な大きな農業施策の流れがあって、今回の農業委員会制度の変更というふうに伺ってお

ります。以上でございます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。そういうこと話してると非常に重要な変更なんですよ、内容ね。

それはプロの方々は専門職の方々は、それで事前のその情報が入ってきてそれなりの理

解は示され示すことができるかと思うんですが、我々今きょうここで一番早い情報で５

月の産建常任委員会ですか、そこで示され我々はこの前の全員協議会で示された内容、

しかもそれが十分なその説明の内容になっているかというと、これはそこから今度我々

はまだ改めてその一つ一つを確認していかなくちゃならない作業を行わなくちゃならな

いわけですが、その重要なことをどこまで理解すればいいのか。公選制がこの任命制に

変わるっつうことは大きな変更で、これをこの件につきましては、我々自身もさらなる

その調査してそして判断が求められるものかなというふうには思っているところですが、

その辺の大きなこの変化変更の理由がですね、我々にあるいは町民一人一人があるいは

関係者に理解できるような理由となるかどうか。今の理由については甚だ私はこう十分

理由になっているのかなということではちょっと疑問を多くするところです。今ここで

そういった議論をするつもりはございません。今後後に控えてもいることでありますの

で、それからここでうんと強調してんのがこのなんだその農地最適化の推進、農地最適

化利用の最適化っていう言葉が方々に出て来るんですが、この辺の内容についてはいか

がなものなんでしょうか。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。現在農業委員が農地パトロール等々の農地最適化

の業務を含んで実施、行っているというのが現状でございます。今後はこの農業委員会

の一番の仕事、重点化の仕事としていわゆる遊休農地の発生防止、担い手への農地等の

集約、集積集約化、これらの業務が主の最も大事な業務であるというふうな位置づけを

されました。これを強力に推し進めるためには今現在の農業委員、権利移動等々を審査

する農業委員だけでは不足するというふうなことから、別組織の農地最適化の推進のた

めの委員を新たに設けて強力に相互連携を図って強力にこの適正化を、最適化を図って

いくというふうな方針に変わったということでございます。以上でございます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。今の説明でもちょっと理解がなかなか進まないんですが、あの

体制強化を図るということを目的としているということなんですが、その体制強化の内

訳内容について確認します。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。お答え申し上げます。体制強化といいますと、農
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業委員の委員の数につきましては農地のこれまで同様の業務というふうなことでござい

ますが、これまで行っていた農業委員が担っていた先ほど申し上げました農地の農用地

の集積集約化、遊休農地の発生防止解消、新規参入の促進などこれらを専門というか主

任業務として行う組織を新たに設けて、農業委員会制度、農業委員とともに最適化の推

進に進めていくというふうなことでの体制強化というふうなところを理解いたしており

ます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。具体的に示していただきたい、例えば人数等々の変化とかです

ね。その辺はどのようなこの体制強化をあらわすようなこの内容になっているのか。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。お答えします。端的に申しますと、今現在１７名

で農業委員を運営いたしております。これを農業委員８名と推進委員１１名で、合計１

９名で農業委員会の運営を行っていくというふうなことになりますので、人数的には２

名増というふうなことになります。これが一つの体制強化というふうな部分でもござい

ます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。そういう人数的には２名、ただその仕事の中身等々あるかと思

うんでそれは今後も審査調査の中でどうなっていく。人数的には２名、じゃあ仕事の内

容として体制強化、それは内容もこういうものになると求めるものもということで体制

強化ということなんでしょうが、その内容が農業委員会の活動の内容がどのぐらいで強

化される内容のプラスアルファされるのはどういった内容のものなのか確認します。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。お答えします。いわゆる耕作放棄地の目標を定め

て、これに目標に向かって最適化の業務を行っていくことになります。いわゆる農地の

集約、集積集約化、遊休農地の発生防止解消、減少ですね。あと新規参入の促進などが

この目標数値に近づくことによって今後定めます目標に向かって推進するというふうな

ことが体制強化でありますし、業務の明確化というふうなことになろうかというふうに

思います。以上です。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。１７名と１９名、それから仕事の内容も大きく説明の中では変

わってないというふうな受けとめをするんですが、今の内容が今の現体制でできなかっ

たのか。できなかったからそうするんだというふうな形ということにも聞こえてくるわ

けですが、私はそういう受けとめ方はできない。あくまでもこれは国の制度上こうする

ということ、こういう内容のものになるということなんでしょうが、いずれにしてもそ

ういう意味で大きな改正ということでは納得のできる理解できるものとして送り出す

我々としてはですねということにしなくちゃならないということになるというそういう

ことでちょっと確認してるんですが、それからここでこの新しく出てくる予算の範囲内、

ノーリスク、予算の範囲内というこの予算の範囲ってどの程度のどういうふうに受けと

めればいいのかね。この辺もこの条例のこの中にもこのそういう説明があるわけですが、

これをどう理解すればいいのかということなんですが、いかがでしょう。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。お答えします。この能率給につきましては国から

毎年１２月に要綱が出るというふうなことを伺って聞いておりますけれども、最適化交

付金というものが新設されて、各市町村に交付されます。これらのものを報酬に上乗せ

して支給するという制度でございます。はい。以上でございます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。それはだからこれを審査するときにそれは示されないというこ

とですよね。我々知らない中でねこの結論を出さなくちゃないのかということになるん
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ですが、そういうことなんでしょうか。予算の範囲内、予算がね１，０００万円だと、

１，０００万円の中でその町長の判断で振り分けする、あるいは１億円だとそういうの

がね私たちはちょっと判断しようがないんです、予算の範囲内で。これを能率給でこの

下のいろいろな仕事が生まれてきてそれに対してしてその辺もわかんないよ。今想像の

あれ。それに対してご苦労さんということであんた負担の決められた仕事以外のことや

ってもらってどうもねということで、それに対して配給します。配給しますというよう

な内容のものなのかなというような受けとめで今確認してんです。だったらその予算の

範囲内のこの予算というのは明確に示されないと我々はこの部分で通過させることがで

きんのかなという疑問から今確認しているところなんですが、それが今の話では年度末、

年末、年度末に交付するというふうになるとちょっとそれがどういうふうに我々は判断、

わからない中で判断しなくちゃなんないのかなというようなことで今確認しているんで

すが。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。お答えいたします。この能率給というものに関し

ては、積極的な農地利用最適化活動に対する経費、報酬の上乗せ分というふうな形で農

地利用最適化交付金というふうな形で交付されます。これらにつきましては予算計上い

たしまして、支給するというふうなことになりますので、その際の審査というふうなこ

ともございますし、その予算が確定っつうか交付額が確定した段階でこの交付の割り振

りについて検討する必要性があるというふうなこともございます。それらの経緯につい

ては皆様にご報告を申し上げて、その交付支給額っていうか上乗せ額について審議して

いただくというふうなことになろうかというふうに思ってます。以上です。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。今の説明ちょっとわかんないんですが、予算の範囲内で決める

ってここに明記さっているんですよ、この条例の中にもね。その予算の範囲内っていう

のがどの程度なんですかっていうことを聞いているんですよ。 

議 長（阿部 均君）おおよそわかんないの。全くわかんない。わかんねごったらわかんないでき

ちっと。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。では、お答えします。金額についてはまだ明確に

なってない部分がございますが、農地集積等の成果実績、目標を定めてそれ目標に到達

した市町村には手厚く、目標に届かなかった市町村には薄くというふうな形の成果実績

に関する成果実績払いが全体の７割でございます。また、活動実績、活動報告を受けて

交付される活動実績については３割というふうな、７割・３割の割合で市町村に交付す

るというふうなことを聞いてございまして、その額については、実際の額については今

のところまだ確定いたしておりませんので、まだ明確にお答えする、今現時点において

明確にお答えすることができない状況に今ございます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。いや、そのように明記されているから今確認したんだけっとも、

それが示されなければ、この条例を我々は責任を持って決めることができっかどうかと

いうことで確認してんですよ。まんだ逆にだら国の予算もわかんねべ。国の全体の予算

が多分国の予算もないんだとまだ決めかねているとは思うんだけども、そういうふうな

状況の中で提案されて我々がこれをどう判断してどう結論出せばいいかっていうことに

なると、甚だ不安な内容のものだ。そもそもこの内容を町はどの程度検討して、我々に

提起したのかちょっとその辺伺います。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。私が農業委員会引継ぎをいたしまして、農業委員
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会に就任してから農業委員会の委員の皆様にも概要の説明を行いましたし、また、農業

委員会の会長に現状の状況をヒアリングっていうか話し合いを行っております。最終的

に議案の提案というふうなことでございますので、町長と協議を行いまして、この定数

の決定というふうな上程というふうな形になってございます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。そうすっと、たった１カ月くらいの中で議論して検討して我々

に提案したという受けとめになるんですね。そういうふうに受けとめました、今の答え

ではね。全く１年間何もっつうかそのつながりとかね。そうしてそんな程度で我々提案

されて、そしてこれを３カ月の中で３カ月もないんだね。そういう意味で言えばね。９

月というふうに私は決まんねければ９月でねくてもさっきの話では１２月でもっていう

ような話があったから。状況についてはわかりました。これ以上あれしてもなかなか前

に進まない議論としては、はい。 

農業委員会事務局長（齋藤三郎君）はい、議長。大変申しわけございません。舌足らずなところが

ございまして、私が着任してからというふうなことでございまして、前局長につきまし

ては各市町村の先行して行って実施している市町村もございますので、これらの市町村

の動向等々を把握したり、近隣市町村の状況を把握したりというふうなことから私がス

タートしたというふうなところを、お受けとめいただければというふうに思います。以

上でございます。 

 ９番（遠藤龍之君）はい、議長。あのね、ちょっと姿勢に問題があんのかなと思うんだげんとも、

各市町村のってみんな同時出発だからね。ほかの自治体もね。各市町村のできてからお

らほやりましょうなんていうね、そもそもその辺の姿勢にも大きな問題があると言わざ

るを得ません。という、この間やりとりの中でなかなか町のほうの対応についてはよそ

の取り組みの状況については理解できました。その理解した上で我々はどのように判断

するか、今後審査して判断するかというふうなことになろうかと思います。以上で質問

終わります。 

議 長（阿部 均君）ほかに質疑はありませんか。ございませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）これで質疑を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）お諮りします。 

      ただいま議題となっております議案第３２号は、山元町議会会議規則第３８条第１項

の規定により産建教育常任委員会に付託し、会期中の審査にしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

      議案第３２号は産建教育常任委員会に付託し、会期中の審査とすることに決定しまし

た。 

                                             

議 長（阿部 均君）以上で本日の議事日程は全て終了しました。 

      本日はこれで散会します。 

      次の会議は６月１２日午前１０時開議であります。 

      ご苦労さまでございました。 
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午前 １１時４９分 散 会 

                                             


